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栃木県 那須町

令和 6年 2月 29日

株式会社 富貴沢建設コンサルタンツ

図 示

当て板補修詳細図

会社名

工事名

事務所名

作成年月日

図面名

縮尺

令和５年度
東町・西山線（三井橋）

橋梁補修詳細設計業務委託
那須町大字湯本東町地内
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1支承あたり　2-L90x90x10x295(SS400)　････①

代表図 A1-G2  1支承あたり

1支承あたり
2-PL 80x6x295(SS400) ････②
■V-Stiff側 調整PL■

1支承あたり

■Web側 調整PL■

干渉する側は切り欠く

図は，A1橋台G2桁を示す。

　ガセット有り
Ｓブロック有り

　ガセット有り
Ｓブロック無し

構造パターン

構造パターンは，主桁の向かってみぎひだり，
ガセット及び支承サイドブロックの有無により
以下のパターンとなる。

主桁の右側主桁の左側

S = 1:5
S = 1:10

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

板厚t=20mm(想定)既設Web厚　4 - M22x80(F10T)

①既設ボルトを撤去
②当て板補修材を設置
?新規ボルトで固定

注）
　・支承サイドブロックがある側は，
　　当て板補修の部材を切り欠く。
　・ガセットが無い側は，ガセット分
　　の板厚(t=15mm)の調整 PL を設置
　　する。

ブロックに
干渉する側
は切り欠く

■ガセット無し部 調整PL■
　　1支承あたり
　1-PL 80x15x295(SS400) ････④

当て板材料　部材数 集計表

G1

G2

G3

G1

G2

G3

A1

A2

①

部材番号

② ④

部材数（個）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

0

1

1

0

1

合計 12 12 12 4

当て板補修　数量集計

12 - L 90x90x10x295(SS400)
12 - PL 80x 6x295(SS400)
12 - PL 80x 6x285(SS400)
 4 - PL 80x15x295(SS400)

24 - HTB M22 x 80(F10T)
 6 - HTB M22 x 95(F10T)

現場開孔
 6 - φ26.5 (t=20mm(想定))
既設ボルト撤去
 24 本 (M22) 

＊部材の切り欠きは，詳細図をもとに
　箇所ごとに決定すること

＊腐食による断面欠損部は金属パテ
　により埋めるものとする。

③

2-PL 80x6x285(SS400) ････③
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支承

支承サイドブロック

支承サイドブロック

φ24.5孔 φ24.5孔 φ24.5孔

支承サイドブロックに

現場開孔　φ26.5（拡大孔）既設のガセット固定ボルトを利用
　　　

支承サイド

φ24.5孔

1 - M22x95(F10T)


